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2004 年インドネシア・スマトラ沖地震や 2006 年のジャワ
中部地震、2008 年の中国四川大地震や2011 年のニュージー
ランド地震、そして東日本大地震に直面した人類学・宗教学・
地域研究の研究者の経験を報告し、そこで考え、実施された
研究者の多様な役割の可能性について討議する。人文学の知
の特徴は、現状の社会的文化的過程を深く理解するというこ
とにある。一方、社会的仕組みを積極的に改善することはこ
れまで充分に取り組まれてこなかった。このような人文学の
ありかたは震災を通して変化したのだろうか。実際に実施さ
れた具体的なプロジェクトに言及しながら、人文学研究者が
貢献可能な領域について検討していきたい。
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ワークショップ

After the recent gigantic disasters in the world, universities 
implemented various projects either for academic or 
practical purposes related to contribution to recovery. 
Reflecting on concrete projects,  we wil l  discuss the 
methodology, social significance, and problems to find the 
field of contributions for the humanities and qualitative 
social sciences.

❖ 使用言語：24日＝英語、25日＝日本語

❖ 会場の都合上、参加希望者は事前に連絡お願いします。

【問い合わせ先】山口 睦（教育研究支援者）

mutsumi.yamaguchi.d4@tohoku.ac.jp

災害と地域文化遺産に関わる応用人文学研究ユニット

（13：00～ 17：30） （9：00～ 13：00）
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